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親の自我状態 （Parent；P） 批判的親 （Critical Parent；CP）養育的親 （Nurturing Parent；NP）
成人の自我状態 （Adult；A） 成人 （Adult；A）
子どもの自我状態 （Child；C） 自由な子ども （Free Child；FC）
順応した子ども （Adapted Child；AC）
（Critical Parent；CP） ・責任感が強い ・厳格である
・批判的である ・理想をかかげる
・完全主義






（Free Child；FC） ・自由奔放である ・感情をストレートに表現する
・明朗快活である ・創造的である
・活動的である
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㻝㻌 ᬮ䛛䛔㻙෭䛯䛔㻌 㻜㻚㻢㻝㻌 㻌 㻜㻚㻜㻟㻌 㻌 㻜㻚㻝㻠㻌 㻌 㻜㻚㻠㻣㻌 㻌
㻣㻌 Ⰻ䛔㻙ᝏ䛔㻌 㻜㻚㻡㻜㻌 㻌 㻜㻚㻞㻤㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻚㻠㻠㻌 㻌
㻝㻝㻌 άືⓗ䛺㻙୙άⓎ䛺㻌 㻜㻚㻡㻜㻌 㻌 㻙㻜㻚㻝㻟㻌 㻌 㻙㻜㻚㻜㻟㻌 㻌 㻜㻚㻞㻜㻌 㻌
㻝㻥㻌 䛛䜟䛔䜙䛧䛔㻙៮䜙䛧䛔㻌 㻜㻚㻠㻥㻌 㻌 㻜㻚㻝㻝㻌 㻌 㻜㻚㻝㻤㻌 㻌 㻜㻚㻠㻜㻌 㻌
㻞㻞㻌 ពḧⓗ䛺㻙↓Ẽຊ䛺㻌 㻜㻚㻠㻡㻌 㻌 㻙㻜㻚㻜㻣㻌 㻌 㻙㻜㻚㻝㻝㻌 㻌 㻜㻚㻝㻢㻌 㻌
㻝㻢㻌 ᐜ᫆䛺㻙ᅔ㞴䛺㻌 㻙㻜㻚㻠㻠㻌 㻌 㻜㻚㻜㻠㻌 㻌 㻜㻚㻞㻤㻌 㻌 㻜㻚㻝㻤㻌 㻌
㻤㻌 ㌟㏆䛺㻙⦕㐲䛔㻌 㻜㻚㻟㻣㻌 㻌 㻜㻚㻞㻞㻌 㻌 㻙㻜㻚㻜㻢㻌 㻌 㻜㻚㻞㻠㻌 㻌
㻝㻞㻌 ㏞ᝨ䛷䛺䛔㻙㏞ᝨ䛺㻌 㻙㻜㻚㻜㻡㻌 㻌 㻜㻚㻢㻠㻌 㻌 㻙㻜㻚㻝㻡㻌 㻌 㻜㻚㻟㻢㻌 㻌
㻝㻠㻌 ✜䜔䛛䛺㻙⃭䛧䛔㻌 㻙㻜㻚㻜㻣㻌 㻌 㻜㻚㻢㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻞㻌 㻌 㻜㻚㻟㻠㻌 㻌
㻢㻌 Ᏻ඲䛺㻙༴㝤䛺㻌 㻙㻜㻚㻠㻣㻌 㻌 㻜㻚㻡㻢㻌 㻌 㻜㻚㻟㻝㻌 㻌 㻜㻚㻟㻥㻌 㻌
㻥㻌 ᛧ䛟䛺䛔㻙ᛧ䛔㻌 㻜㻚㻜㻟㻌 㻌 㻜㻚㻡㻞㻌 㻌 㻜㻚㻝㻢㻌 㻌 㻜㻚㻟㻡㻌 㻌
㻟㻌 䛝䜜䛔䛺㻙ở䛔㻌 㻜㻚㻞㻜㻌 㻌 㻜㻚㻠㻞㻌 㻌 㻙㻜㻚㻝㻢㻌 㻌 㻜㻚㻞㻢㻌 㻌
㻞㻝㻌 Ύ₩䛺㻙୙₩䛺㻌 㻜㻚㻟㻝㻌 㻌 㻜㻚㻠㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻝㻌 㻌 㻜㻚㻟㻢㻌 㻌
㻝㻣㻌 䜔䜟䜙䛛䛔㻙䛛䛯䛔㻌 㻜㻚㻜㻠㻌 㻌 㻜㻚㻜㻡㻌 㻌 㻜㻚㻡㻞㻌 㻌 㻜㻚㻟㻝㻌 㻌
㻞㻜㻌 ぶ䛧䜏䜔䛩䛔㻙ぶ䛧䜏䛻䛟䛔㻌 㻜㻚㻟㻣㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻚㻡㻜㻌 㻌 㻜㻚㻡㻜㻌 㻌
㻞㻌 ༢⣧䛺㻙」㞧䛺㻌 㻙㻜㻚㻝㻞㻌 㻌 㻙㻜㻚㻜㻝㻌 㻌 㻜㻚㻠㻞㻌 㻌 㻜㻚㻝㻢㻌 㻌
㻝㻜㻌 ᖾ⚟䛺㻙୙ᖾ䛺㻌 㻜㻚㻟㻞㻌 㻌 㻙㻜㻚㻝㻠㻌 㻌 㻜㻚㻟㻥㻌 㻌 㻜㻚㻞㻥㻌 㻌
ᐤ୚⋡䠄䠂䠅㻌 㻞㻝㻚㻞㻤㻌 㻌 㻢㻚㻣㻠㻌 㻌 㻡㻚㻡㻠㻌 㻌
⣼✚ᐤ୚⋡㻔䠂㻕㻌 㻞㻝㻚㻞㻤㻌 㻌 㻞㻤㻚㻜㻞㻌 㻌 㻟㻟㻚㻡㻣㻌 㻌


































































































台 形 型 Ⅱ（0.00 ％ →0.96 ％）、 Ｗ 型（0.00 ％
→0.96％）であった。（表７）
⾲ 㻣㻌 ᪂∧ 㼀㻱㻳 䛾䝟䝍䞊䞁ูฟ⌧⋡㻌
඲య㻌 ึᖺᗘ㻌 ḟᖺᗘ㻌
䝁䞊䝗㻌 㻌 㻌 ᗘᩘ㻌 䢆䢛䡬䡺䢙䢀㻌 ᗘᩘ㻌 䢆䢛䡬䡺䢙䢀㻌 ᗘᩘ㻌 䢆䢛䡬䡺䢙䢀㻌
㻡㻌 䠝䠟ඃ఩ᆺ㻌 㻤㻥㻌 㻌 㻟㻥㻚㻡㻢㻌 㻌 㻠㻤㻌 㻌 㻟㻥㻚㻢㻣㻌 㻌 㻠㻝㻌 㻌 㻟㻥㻚㻠㻞㻌 㻌
㻞㻌 䠪䠬ඃ఩ᆺ㻌 㻞㻞㻌 㻌 㻥㻚㻣㻤㻌 㻌 㻝㻠㻌 㻌 㻝㻝㻚㻡㻣㻌 㻌 㻤㻌 㻌 㻣㻚㻢㻥㻌 㻌
㻤㻌 䠝ప఩ᆺ㻌 㻝㻥㻌 㻌 㻤㻚㻠㻠㻌 㻌 㻝㻝㻌 㻌 㻥㻚㻜㻥㻌 㻌 㻤㻌 㻌 㻣㻚㻢㻥㻌 㻌
㻝㻌 䠟䠬ඃ఩ᆺ㻌 㻝㻡㻌 㻌 㻢㻚㻢㻣㻌 㻌 㻥㻌 㻌 㻣㻚㻠㻠㻌 㻌 㻢㻌 㻌 㻡㻚㻣㻣㻌 㻌
㻠㻌 䠢䠟ඃ఩ᆺ㻌 㻝㻠㻌 㻌 㻢㻚㻞㻞㻌 㻌 㻥㻌 㻌 㻣㻚㻠㻠㻌 㻌 㻡㻌 㻌 㻠㻚㻤㻝㻌 㻌
㻢㻌 䠟䠬ప఩ᆺ㻌 㻥㻌 㻌 㻠㻚㻜㻜㻌 㻌 㻢㻌 㻌 㻠㻚㻥㻢㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻤㻤㻌 㻌
㻝㻜㻌 䠝䠟ప఩ᆺ㻌 㻣㻌 㻌 㻟㻚㻝㻝㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻢㻡㻌 㻌 㻡㻌 㻌 㻠㻚㻤㻝㻌 㻌
㻟㻌 䠝ඃ఩ᆺ㻌 㻢㻌 㻌 㻞㻚㻢㻣㻌 㻌 㻠㻌 㻌 㻟㻚㻟㻝㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻞㻟㻌 䠩ᆺ㻌 㻢㻌 㻌 㻞㻚㻢㻣㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻠㻤㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻤㻤㻌 㻌
㻣㻌 䠪䠬ప఩ᆺ㻌 㻡㻌 㻌 㻞㻚㻞㻞㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻠㻤㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻝㻣㻌 䠪ᆺ䊠㻌 㻡㻌 㻌 㻞㻚㻞㻞㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻠㻤㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻞㻢㻌 ᖹᆠᆺ䊡㻌 㻡㻌 㻌 㻞㻚㻞㻞㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻤㻟㻌 㻌 㻠㻌 㻌 㻟㻚㻤㻡㻌 㻌
㻞㻥㻌 䠟ඃ఩ᆺ㻌 㻡㻌 㻌 㻞㻚㻞㻞㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻠㻤㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻥㻌 䠢䠟ప఩ᆺ㻌 㻟㻌 㻌 㻝㻚㻟㻟㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻟㻌 㻌 㻞㻚㻤㻤㻌 㻌
㻝㻥㻌 䠪ᆺ䊢㻌 㻟㻌 㻌 㻝㻚㻟㻟㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻤㻟㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻞㻜㻌 ㏫䠪ᆺ䊠㻌 㻟㻌 㻌 㻝㻚㻟㻟㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻤㻟㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻝㻟㻌 ྎᙧᆺ䊢㻌 㻞㻌 㻌 㻜㻚㻤㻥㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻢㻡㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻞㻞㻌 ㏫䠪ᆺ䊢㻌 㻞㻌 㻌 㻜㻚㻤㻥㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻞㻌 㻌 㻝㻚㻥㻞㻌 㻌
㻞㻡㻌 ᖹᆠᆺ䊠㻌 㻞㻌 㻌 㻜㻚㻤㻥㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻤㻟㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻥㻢㻌 㻌
㻝㻞㻌 ྎᙧᆺ䊡㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻠㻠㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻥㻢㻌 㻌
㻝㻠㻌 䠱ᆺ䊠㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻠㻠㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻝㻚㻜㻜㻌 㻌
㻞㻠㻌 䠳ᆺ㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻠㻠㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻝㻌 㻌 㻜㻚㻥㻢㻌 㻌
㻝㻝㻌 ྎᙧᆺ䊠㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻝㻡㻌 䠱ᆺ䊡㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻝㻢㻌 䠱ᆺ䊢㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻝㻤㻌 䠪ᆺ䊡㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻞㻝㻌 ㏫䠪ᆺ䊡㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻞㻣㻌 ᖹᆠᆺ䊢㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌
㻞㻤㻌 䠬ඃ఩ᆺ㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌 㻜㻌 㻌 㻜㻚㻜㻜㻌 㻌





















「批判的親 （Critical Parent；ＣＰ） 」と現実的
である、事実を重要視する、冷静沈着である、効
率的に行動する、客観性を重んじるとされる　「成
人 （Adult；Ａ） 」の値が上がっており、その一
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方で、人の評価を気にする、他者を優先する、遠
慮がちである、自己主張が少ない、よい子として
ふるまうとされる「順応した子ども（Adapted 
Child；ＡＣ）」と自由奔放である、感情をストレー
トに表現する、明朗快活である、創造的である、
活動的である「自由な子ども（Free Child；ＦＣ）」
の値は下がっていた。また、思いやりがある、世
話好き、やさしい、受容的である、同情しやすい
とされる「養育的親（Nurturing Parent；ＮＰ）」
についてほとんど変化はみられない等の特徴が捉
えられた。そして、福祉学生個人の性格パターン
をみてみると、年間を通して出現率がもっとも多
いのは、部下としては与えられた仕事はこなせる
が自分で先頭に立って何かを成し遂げるというの
は不得手であるとされる「ＡＣ優位型」であった
が、その比率はやや低下している状況であった。
逆に出現率が高くなった主な性格パターンは、他
人を助けるために責任を持って最善の方法で仕事
をする「ＡＣ低位型」やあらゆる面で平均的で中
庸だがやや個性に欠けるとされる「平坦型Ⅱ」、
そして上役には従順であるが自分では楽しまない
とされる「ＦＣ低位型」であった。このことから
福祉学生の性格特性は、責任感が強く、現実的で
事実を重要視し、客観性を重んじる傾向が強く
なっていたことがわかる。つまり、福祉専門職は
臨床現場において利用者のニーズを正確に把握
し、支援目標に沿った計画を客観的な視点をもっ
て立案するが、その過程で必要な資質が教育課程
において確実に形成されていたのである。
　次に、援助対象者イメージの変化については、
初年度から次年度にかけて対象者別に因子構造の
変化がみられた。ホームレスイメージの因子構造
は「無意味」「不快感」「嫌悪感」「距離感」「難解
感」から「抵抗感」「不快感」「嫌悪感」「無意味」
「憎悪感」に変化しており、その特徴はホームレ
スを取り巻く多問題性による支援の難しさから拒
否的な傾向を示したものとなっていた。そして、
認知症高齢者イメージの因子構造は「親近感」「躍
動感」「難解感」から「躍動感」「受容感」「親和感」
に変化しており、その特徴は認知症に対する支援
の難しさを感じつつも対象者を受容し共感する態
度がみられた。また、精神障害者イメージの因子
構造は各年度ともに「停滞感」「透明感」「恐怖感」
となっており、１年間の学びによってもあまり大
きなイメージ変化がない状況であった。つまり、
対象者別のイメージは、これまでの生活環境で捉
えられたイメージをもとに形成されており、福祉
専門職としての資質形成において教育内容で変化
を促すためには、意図的かつ計画的に学習プログ
ラムを立てていかなければならないと思われる。
　近年、大きな社会問題となっている孤独死や自
殺等の背景には貧困や社会的排除があり、これら
の課題を解決していく福祉専門職はジェネリック
な視点をもった福祉的支援のプロフェッショナル
として成り立たなければならない。
　多くの課題に直面している援助対象者と理想的
な援助関係を形成するために、福祉専門職はどの
ようなスキルが求められているのか。
　援助関係を福祉心理学の視点で捉えた平野・坂
原７）によれば「本来、援助は被援助者の福祉を
向上させることを目的としており、その目的が達
成されることによって、被援助者はもとより、援
助者にも幸福感情が生じる人間関係である」とし
ている。また、対人援助の難しさについても「援
助が不適切であると目的が達成できず、援助者と
被援助者の人間関係が悪化する場合もある」と述
べている。さらに、援助関係の悪化により生まれ
るのは不幸感情であるとも指摘している。このよ
うに対人援助のスペシャリストである福祉専門職
は、真のニーズを捉えた計画的な援助過程におい
て、被援助者の福祉が向上できるように支援して
いかなければならない。そのためにも、将来の福
祉の担い手養成においても、援助対象者のニーズ
に対応できるスキルを身に付け、価値観と倫理観
に基づく行動ができる福祉学生を育てていかなけ
ればならないと考える。
おわりに
　福祉専門職養成における教育効果として、福祉
学生の成長を常に把握し、教育プログラムに反映
していくシステムを作ることが求められている。
そのためには、教員による客観的評価と学生自身
による自己評価を継続的に行い、個々の学習状況
を把握するだけでなく、学習プログラム全体の評
価も行っていく必要があると考えられる。さらに
これからの福祉教育は、臨床現場で活躍できる人
材を養成すべく、養成校と学生のみならず、実践
現場との協働で教育プログラムを作成し、実践的
な学びの場を決められた施設実習だけでなく、普
段の学習においても取り入れていく取り組みが必
要であると思われる。
　現在、長崎ウエスレヤン大学では福祉専門職養
成の新たな取り組みとして、臨床現場と教育現場
の連携を図る協同学習の実践を行っている。近年
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福祉学生のもつ援助対象者イメージとパーソナリティ変容についての研究
の急激な社会情勢の変化によって新たなる福祉実
践が求められる状況で、教育と臨床の協働的取り
組みがこれからの福祉の人材養成に貢献できるこ
とを期待しつつその効果を検討していきたい。
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